












東京都介護支援専門員専門研修課程Ⅱ　カリキュラム表1（各科目内容）

内容

・介護保険制度の改正等の最新状況や地域包括ケアシステムの構築に向けた現状の取組及び課題についての講義を行う。
・地域包括ケアシステムの構築に向けて、介護支援専門員が果たすべき役割に関する講義を行う。
・利用者やその家族を支援する上で関連する最新の制度、動向及び社会資源に関する講義を行う。
・介護保険制度や介護支援専門員を取り巻く状況など現状で課題となっている事項に関する講義を行う。

・介護支援専門員が備えるべき、利用者本位、自立支援、公正中立、人権の尊重、守秘義務、利用者のニーズの代弁等の倫理に関
する講義を行う。
 高齢者の権利擁護や意思決定支援（認知症、身寄りのない高齢者、看取りのケース等）に関する制度等に関する講義を行う。
 倫理的な視点を含めたケアマネジメントの実践のあり方についての講義を行う。

・リハビリテーションや福祉用具等を活用するに当たって重要となる関連知識や歯科医師、リハビリテーション専門職等との連携方法
に関する講義を行う。
 リハビリテーションや福祉用具等の活用を検討するに当たり、効果的なものとなるようインフォーマルサービスも含めた地域の社会資
源を活用したケアマネジメントの展開に関する講義を行う。

　生活の継続及び家族
　等を支える基本的な
　ケアマネジメント

 「適切なケアマネジメント手法」の基本的な考え方及び高齢者が有する疾患に関係なく想定される支援内容及び多職種との情報共

有において必要な視点を整理した「基本ケア」について理解する。

 インフォーマルサービスも含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの展開に関する講義を行う

 各自が担当している事例（居宅サービス計画等）を持ち寄り、「基本ケア」の内容を踏まえた事例の分析、発表、意見交換等を通じ

て、適切なアセスメントを行う際の留意点や居宅サービス計画等の作成における留意点を理解、再確認する。それらの留意点や必要
に応じ根拠となる各種統計データを活用する等により、別の類似の事例等にも広く対応することができる知識・技術を修得する。

　脳血管疾患のある方
　のケアマネジメント

 脳血管疾患に特有な検討の視点や想定される支援内容を整理した「適切なケアマネジメント手法」の「疾患別ケア（脳血管疾患があ

る方のケア）」について理解する。

 インフォーマルサービスも含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの展開に関する講義を行う

 各自が担当している脳血管疾患がある方のケアマネジメントに関する事例（居宅サービス計画等）を持ち寄り、「疾患別ケア（脳血管

疾患がある方のケア）」の内容を踏まえ、事例の分析、発表、意見交換等を通じて、適切なアセスメントを行う際の留意点や居宅サー
ビス計画等の作成における留意点を理解、再確認する。それらの留意点や必要に応じ根拠となる各種統計データを活用する等によ
り、別の類似の事例等にも広く対応することができる知識・技術を修得する。

　認知症のある方及び
　家族等を支える
　ケアマネジメント

 認知症の要介護者等及び家族を支援するに当たり重要となる各種知識及び医療職をはじめとする多職種や地域住民との連携方法

に関する講義を行う。

 認知症に特有な検討の視点や想定される支援内容を整理した「適切なケアマネジメント手法」の「疾患別ケア（認知症がある方のケ

ア）」の内容を理解する。

 インフォーマルサービスも含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの展開に関する講義を行う

 各自が担当している認知症等により生活障害がある方のケアマネジメントに関する事例（居宅サービス計画等）を持ち寄り、「疾患別

ケア（認知症がある方のケア）」の内容を踏まえ、事例の分析、発表、意見交換等を通じて、適切なアセスメントを行う際の留意点や居
宅サービス計画等の作成における留意点を理解、再確認する。それらの留意点や必要に応じ根拠となる各種統計データを活用する
等により、別の類似の事例等にも広く対応することができる知識・技術を修得する。

　大腿骨頸部骨折の
　ある方の
　ケアマネジメント

 大腿骨頸部骨折に特有な検討の視点や想定される支援内容を整理した「適切なケアマネジメント手法」の「疾患別ケア（大腿骨頸

部骨折がある方のケア）」の内容を理解する。

 インフォーマルサービスも含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの展開に関する講義を行う。

 各自が担当している大腿骨頸部骨折のある方のケアマネジメントに関する事例（居宅サービス計画等）を持ち寄り、「疾患別ケア（大

腿骨頸部骨折がある方のケア）」の内容を踏まえ、事例の分析、発表、意見交換等を通じて、適切なアセスメントを行う際の留意点や
居宅サービス計画等の作成における留意点を理解、再確認する。それらの留意点や必要に応じ根拠となる各種統計データを活用す
る等により、別の類似の事例等にも広く対応することができる知識・技術を修得する。

　心疾患のある方の
　ケアマネジメント

 心疾患に特有な検討の視点や想定される支援内容を整理した「適切なケアマネジメント手法」の「疾患別ケア（心疾患がある方のケ

ア）」の内容を理解する。

 インフォーマルサービスも含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの展開に関する講義を行う

 各自が担当している心疾患を有する方のケアマネジメントに関する事例（居宅サービス計画等）を持ち寄り、「疾患別ケア（心疾患が

ある方のケア）」の内容を踏まえ、事例の分析、発表、意見交換等を通じて、適切なアセスメントを行う際の留意点や居宅サービス計
画等の作成における留意点を理解、再確認する。それらの留意点や必要に応じ根拠となる各種統計データを活用する等により、別
の類似の事例等にも広く対応することができる知識・技術を修得する。

　誤嚥性肺炎の
　予防の
　ケアマネジメント

 誤嚥性肺炎の予防における「適切なケアマネジメント手法」の「基本ケア」の重要性を再確認する講義を行う。

 誤嚥性肺炎の予防における検討の視点や想定される支援内容を整理した「適切なケアマネジメント手法」の「疾患別ケア（誤嚥性肺

炎の予防のためのケア）」の内容を理解する。

 インフォーマルサービスも含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの展開に関する講義を行う。

 各自が担当している誤嚥性肺炎の予防のためのケアマネジメントに関する事例（居宅サービス計画等）を持ち寄り、「疾患別ケア（誤

嚥性肺炎の予防のためのケア）」の内容を踏まえ、事例の分析、発表、意見交換等を通じて、適切なアセスメントを行う際の留意点や
居宅サービス計画等の作成における留意点を理解、再確認する。それらの留意点や必要に応じ根拠となる各種統計データを活用す
る等により、別の類似の事例等にも広く対応することができる知識・技術を修得する。

　看取り等における
　看護サービスの
　活用に関する事例

 各自が担当している看護サービスを組み入れた居宅サービス計画等を持ち寄り、事例に関して分析した内容の発表、意見交換等

を通じて、適切なアセスメントを行う際の留意点や居宅サービス計画等の作成における留意点を理解、再確認する。それらの留意点
や必要に応じ根拠となる各種統計データを活用する等により、別の類似の事例等にも広く対応することができる知識・技術を修得す
る。

 看取り等を含む看護サービスを活用するに当たって重要となる各種知識や医師、看護師等との連携方法に関する講義を行う。

 看取り等を含む看護サービスを検討するに当たり、効果的なものとなるようインフォーマルサービスも含めた地域の社会資源を活用

したケアマネジメントの展開に関する講義を行う。

　家族への支援の視点
　や社会資源の活用に
　向けた関係機関との
　連携が必要な事例の
　ケアマネジメント

 家族に対する支援に当たり重要となる各種知識や関係機関、地域住民をはじめとする多職種との連携方法に関する講義を行う。

 他法他制度（難病施策、高齢者虐待防止関連施策、障害者施策、生活困窮者施策、仕事と介護の両立支援施策、ヤングケアラー

支援関連施策、重層的支援体制整備事業関連施策等）の活用が必要な事例の特徴、対応する際の留意点に関する講義を行う。

 関連する他法他制度の内容や動向に関する講義を行う。

 インフォーマルサービスも含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの展開に関する講義を行う。

 各自が担当している家族への支援の視点や他法他制度の活用が必要な事例（居宅サービス計画等）を持ち寄り、事例に関して分

析した内容の発表、意見交換等を通じて、適切なアセスメントを行う際の留意点や居宅サービス計画等の作成における留意点を理
解、再確認する。それらの留意点や必要に応じ根拠となる各種統計データを活用する等により、別の類似の事例等にも広く対応する
ことができる知識・技術を修得する。

　介護保険制度及び
　地域包括ケアシステムの
　今後の展開

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
実
践
事
例
の
研
究
及
び
発
表

研修科目

　ケアマネジメントの実践
　における倫理

　リハビリテーション及び
　福祉用具等の活用に
　関する理解
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東京都介護支援専門員専門研修課程Ⅱ　カリキュラム表2（日程構成）

種別 時間

3時間

2時間

2時間

1時間20分

2時間15分

1時間5分

55分

2時間15分

2時間15分

35分

2時間20分

講義・演習 3時間

講義・演習 3時間

講義・演習 3時間

講義・演習 3時間

※講義時間数には個人ワークを含む

講義

演習

講義

計 32時間

生活の継続及び家族等を支える基本的なケアマネジメント

看取り等における看護サービスの活用に関する事例

認知症のある方及び家族等を支えるケアマネジメント

大腿骨頸部骨折のある方のケアマネジメント

科目

オンデマンド
形式による
動画視聴

介護保険制度及び地域包括ケアシステムの今後の展開

ケアマネジメントの実践における倫理

生活の継続及び家族等を支える基本的なケアマネジメント

脳血管疾患のある方のケアマネジメント

誤嚥性肺炎の予防のケアマネジメント

リハビリテーション及び福祉用具等の活用に関する理解

看取り等における看護サービスの活用に関する事例

認知症のある方及び家族等を支えるケアマネジメント

大腿骨頸部骨折のある方のケアマネジメント

心疾患のある方のケアマネジメント

家族への支援の視点や社会資源の活用に向けた関係機関との連携が
必要な事例のケアマネジメント
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オンライン研修について 
 

オンライン研修を希望する場合には、以下をご確認の上、お申し込みください。 
 

また、東京都福祉局 HP「介護支援専門員の研修情報」に記載の「【研修受講者の方へ】介護支援 

専門員研修のオンライン実施について」も必ずご確認ください。 

https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/kourei//hoken/kaigo_lib/care/kenshuujyouhou.html 

 

1 オンライン研修について 

⑴ 演習では「Zoom」アプリを使用します。（ID、パスコードは受講日が近づきましたらお知らせします。） 

⑵ 受講決定者を対象に事前接続テストを実施し（無人接続テスト）、接続や基本的な操作について確認いただ

きます。（参加推奨） 
 

※オンライン研修をお申し込みいただく前に Zoom テストミーティングにてカメラ、 

音声等の動作確認をしてください。 

  （検索エンジンで「Zoom テスト」と検索（https://zoom.us/test）） 
 

※事前接続テストの開催日時等詳細は、受講決定後、メールにてお知らせいたします。 

 

2 オンライン研修の受講に準備いただくもの 

  オンライン研修を選択する方は、必ず以下の環境をご準備ください。 
 

受講に必要なもの 備考 

インターネットに接続可能な PC 
画面共有ができないため、スマートフォン・タブレットでは

ご受講できません。 

Web カメラ、スピーカー、マイク 

・PC に内蔵されていれば、新たに用意いただく必要はあり

ません。 

・同じ空間で PC を複数使用する場合は、ハウリング防止の

ためヘッドセットを使用してください。 

・ヘッドセットは雑音が入りにくい「単一指向性」のものを

推奨します。 

Zoom アプリ（推奨） 
Zoom はブラウザでの受講も可能ですが、接続が不安定にな

ること等が想定されるため、アプリの使用を推奨します。 

Microsoft Word、Excel 等ソフトウェア 
研修で使用する記録シート等のファイルを開くために必要

です。 

通信ネットワーク環境 
有線 LAN や Wi-Fi 等、オンライン研修を受講するための通

信設備が必要になります。 

 

※オンライン研修の受講にあたり、研修資料等に PC で文字入力をしていただく操作 （タイ

ピング）があります。 
 

※演習時等、ファシリテーターや受講者との資料の共有（発表時や書記役の書記シートの



 

- 10 - 

共有）の際に Zoom の画面共有機能等の操作があります。操作に不安のある方は、集合研

修を推奨いたします。 

 

 

※受講場所はご自宅もしくは事業所を推奨します。特に事業所で受講する場合は、周囲の音声を拾わないように、

個室での受講や、ヘッドセットを着用しての受講をお願いします。 

※当財団でネットワーク環境や Zoom インストール等、通信設備等に関するサポートやトラブル対応はできませ

ん。受講者自身で機器・環境等の確認、調整を実施してください。 

※Zoom システム要件等については Zoom ヘルプセンターをご確認ください。 

（https://support.zoom.us/hc/ja/articles/201362023） 

 

3 オンライン研修受講にあたっての留意点 

⑴ 受講中、通信状況等により接続が著しく途切れてしまう状況が続いた際には、未履修扱いとなり、別日程へ

の振替え等必要になる場合がございます。 

なお、振替え対応につきましては 1 日程のみとなりますので、予めご了承ください。 

※受講環境の不足や操作面の不安等があった場合でも、受講決定の後、集合方式への変更が原則できません。 

⑵ Zoom 使用にあたっては、Zoom 規約をお読みいただき、同意をした上でご受講ください。Zoom 利用時の損害、

損失について、東京都及び財団は一切の責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

⑶ 本研修について、撮影（スクリーンショット含む）・録音・録画をすることは禁止です。 

⑷ 本研修のミーティング ID 及びパスコードを受講者以外の第三者に提供すること、SNS 等での共有は禁止で

す。 

⑸ 本研修は法定研修です。ご自宅でご受講される場合、お子様やペットなどの面倒をみながらの研修受講はで

きません。 
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研修の申し込みから受講までの流れ 
 

※各スケジュールは予定のため変更となる場合がございます 

 

 

 
受講申込（オンライン研修 or 集合研修（2 会場より）選択） 

オンライン研修（Zoom）を希望する場合は 9 ページに記載の「オンライン

研修について」を必ずご確認の上お申し込みください 

（事務局→受講者）受講決定通知書郵送送付 

（受講者→事務局）受講料払い込み（コンビニ払い） 

（事務局→受講者）研修資料一式送付 

（受講者）事前課題等の取り組み 
 

事前課題等を期限内に取り組まれない場合は 

演習日程へ進めません 
 

※ 研修受講にかかる詳細は、研修資料とあわせ

てご案内します 

（受講者）オンライン研修 

演習（2 日間） 

（受講者）集合研修 

演習（2 日間） 

（受講者）研修修了 

（事務局→受講者）修了証書発行 

オンライン研修：配付方法は研修時にご案内   集合研修：会場にて配付 

10 月下旬 

11 月中旬 

第 3 期 

6 月下旬 

7 月中旬 

第 2 期 

6 月上旬 10 月上旬 

4 月下旬 

～12 月中旬 ～8 月中旬 ～6 月中旬 

5 月中旬 

第 1 期 

4 月上旬 

6 月下旬 

～ 

8 月下旬 

9 月上旬 

～ 

12 月中旬 

令和 9 年

1 月中旬 

～ 

2 月下旬 






